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が繰り出した一撃。両選手の熱戦に、ラウン
ドを重ねるごとに観客の応援にも熱がこもり
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芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
31
日
、

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
遺
族
や
来
賓
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

先
の
大
戦
な
ど
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
１
２

５
2
柱
の
戦
没
者
の
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
式
辞
で
「
祖
国
の
た
め
に

尊
い
一
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
の
心
情
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
平
和
を
愛
し
、
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
実
現
の
た
め
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

遺
族
会
代
表
の
岩
永
好
武
さ
ん
は
「
国

民
の
大
半
が
戦
争
の
惨
禍
を
知
ら
ず
に
育

っ
た
世
代
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
悲

惨
な
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
未

来
を
担
う
若
い
人
た
ち
へ
命
や
平
和
の
尊

さ
を
語
り
継
い
で
い
く
（
一
部
抜
粋
）」

と
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
ま
し
た
。　

　

午
後
か
ら
は
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
が
開
か
れ
、
ド
ラ
マ

や
ア
ニ
メ
の
挿
入
歌
な
ど
の
生
演
奏
に
約

７
０
０
人
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
招
待
さ
れ
た
町
内
保
育
園
の

園
児
が
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
ダ
ン
ス

を
披
露
す
る
と
、
観
客
も
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
手
拍
子
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

式辞を述べる竹﨑町長吟道八河流光陽会による献詠

遺族会代表の岩永好武さんによる
追悼のことば

戦
後
72
年  

平
和
へ
の
誓
い

芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式

西部方面音楽隊と保育園児がコラボレーション

人 口　　　１７，８６５人　  （−２５）

男 　　　　８，３９３人　  （−１８）

女 　　　　９，４７２人　  （−　７）

65 歳以上　　　　７，３２６人　  （＋　５）

世 帯 数　　　　７，３８２世帯（−１０）

人口のうごき（H29. ９. １現在）（　）内は前月比

県
内
町
村
初
開
催
の
世
界
戦
に
大
歓
声 

　

Ｗ
Ｂ
Ｏ
世
界
ミ
ニ
マ
ム
級
タ
イ
ト
ル
マ

ッ
チ
が
８
月
27
日
、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド

ー
ム
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
２

８
０
０
人
の
観
客
が
リ
ン
グ
上
の
熱
闘
に

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
都
市
部
以
外
で
世

界
戦
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
県
内

町
村
初
の
世
界
戦
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
色
あ
ふ
れ
る
手
作
り
の
世
界
戦

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
司
会
を
芦
北
親
善

大
使
の
え
み
り
ィ
ー
が
務
め
、
葦
北
鉄
砲

隊
が
演
武
を
披
露
。
国
歌
独
唱
で
は
、
芦

北
町
出
身
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
鶴
川
勝
也
さ

ん
が
君
が
代
を
独
唱
し
た
ほ
か
、
会
場
の

設
営
や
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
多
く
の
町

民
が
あ
た
る
な
ど
、
地
元
色
あ
ふ
れ
る
手

作
り
の
世
界
戦
と
な
り
ま
し
た
。

判
定
で
敗
戦
も
再
起
に
向
け
て
闘
志　

　

熊
本
が
生
ん
だ
世
界
王
者
・
福
原
辰
弥

選
手
の
初
防
衛
戦
と
な
っ
た
今
対
戦
。福
原

選
手
が
、リ
ー
チ
の
長
い
挑
戦
者
山
中
竜
也

選
手
の
懐
に
果
敢
に
攻
め
入
り
、ボ
デ
ィ
ー

の
連
打
な
ど
見
せ
場
を
作
り
ま
し
た
が
、判

定
で
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
、「
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん

に
申
し
訳
な
い
」
と
声
を
絞
り
出
し
た
福

原
選
手
で
し
た
が
、
９
月
５
日
の
佐
敷
城

跡
観
月
会
で
火
入
れ
役
を
務
め
た
あ
と
、

取
材
に
対
し
「
新
た
な
ベ
ル
ト
に
挑
戦
し

た
い
」
と
話
し
、
再
起
に
向
け
て
闘
志
を

燃
や
し
て
い
ま
し
た
。　

福
原
選
手 

初
防
衛
な
ら
ず
も
再
起
を
誓
う

入場口には長蛇の列

熊本地震チャリティーサイン会リング上で行われた葦北鉄砲隊の演武鶴川勝也さんの国歌独唱

チャリティーサイン会の熊本地震義援金（14 万円）を贈呈され、
あいさつする竹﨑町長。義援金は日赤を通じて被災者支援に。

会場には現役と元世界王者合わせて７人が会場に駆けつけた。また、プロを
引退した前王者の高山勝成選手の引退セレモニーも行われた。

挑戦者山中選手と対戦する福原選手（右）
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第
10
回
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手

権
大
会D

AN
CE STAD

IU
M

全

国
大
会

祝
全
国
大
会
出
場

鎌木鈴さん
（鎮西高３年）

第
25
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会　

個
人
組
手　

準
優
勝

全
国
大
会
結
果

釡つばささん
（佐敷中２年）

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

５
０
０
０
Ｍ　

６
位

井川龍人さん
（九州学院高２年）

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
空
手
道
選
手
権
大
会

男
子
団
体
組
手　

５
位

芦
北
高
校
空
手
道
部

ボルダリングで地域を活性化
協会を設立

　古石みどりの里で９月２日、芦北ボルダリング協
会の設立総会が行われ、町民など約 30 人が出席し
ました。同協会はボルダリングの普及やボルダリン
グに適した天然岩の集積したエリアの環境整備と周
知を図る目的で設立。規約と役員、ボルダリング体
験や天然岩の探索などを行うことなど、平成 29 年
度の事業計画と予算が承認されました。
　総会では、古石みどりの里のボルダリングウォー
ルと天然岩を活用してボルダリングの聖地を目指す
ことや、競技普及のため町の体育協会への加入を図
ることなど、活発な意見が交わされました。

【
期
日
】
８
月
17
日

【
場
所
】
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

　

９
月
５
日
に
、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ

ド
ー
ム
で
「
佐
敷
城
跡
観
月
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
佐

敷
城
跡
で
始
ま
っ
た
会
も
今
年
で
20

回
目
を
迎
え
、
八
代
白
百
合
学
園
高

箏
曲
部
に
よ
る
優
雅
な
演
奏
と
、
葦

北
鉄
砲
隊
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
武
の

披
露
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
、
狂
言
み
の
る
会
に
よ

る
狂
言
「
鬼
瓦
」、
喜
多
流
喜
秀
会

に
よ
る
能
「
船
弁
慶
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
公
演
前
の
解
説
で
は
、　「あまかりっ」は芦北産の甘夏果汁を使用

したカリントウで、さっぱりした味わいです。
　濱崎さんは 2013 年にみかん農家を営む実
家に帰省。2014 年に町の補助金を利用して
ドライフルーツを中心とした加工品づくりに
取り組みました。「あまかりっ」は、濱崎さ
んが子どものころのおやつとして食べていた
おふくろの味を再現したそうです。「芦北に
は、かんきつ類をはじめ農産物がたくさんあ
る。それを生かした商品をつくっていきたい」
と話していました。

熊
本
県
物
産
振
興
協
会

優
良
新
商
品
金
賞
受
賞

「
あ
ま
か
り
っ
」（
田
舎
工
房
）

濱
崎  

智
久 

代
表
（
田
浦
２
）

「
抽
象
的
な
表
現
を
す
る
能
は
、
見

る
人
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
異
な
り
ま

す
。
百
万
人
が
い
れ
ば
百
万
通
り
の

感
想
が
あ
る
の
が
能
で
す
。
皆
さ
ん

の
自
由
な
感
性
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
訪
れ

た
約
２
３
０
人
の
観
客
は
、
狂
言
の

身
振
り
手
振
り
に
笑
っ
た
り
、
能
の

幽
玄
の
世
界
に
静
か
に
見
入
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　観月会に先立ち、佐敷中で喜多流喜秀会の
能楽師を講師に能教室が行われました。
　能楽師の皆さんは、能の舞の基本となる運
び（すり足）と構え（姿勢）を生徒たちに指
導。狩野了一さんは「この基本がきちんとし
たものになるまで１０年はかかる」と解説し
ていました。その後、実際に能面をつけて運
びと構えを体験した生徒たちは、「足元が全
く見えない」と話していました。

佐
敷
城
跡
観
月
会

第
二
十
回

中学生が能を体験

能「船弁慶」

狂言「鬼瓦」

八代白百合学園高による箏曲披露

火入れ役にはボクシング福原辰弥選手（左）も

2017．9 4広報あしきた
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まちのわだいまちのわだい

祝 100 歳  おめでとうございます

　９月１日、桝田ハルノさんが 100 歳の誕生日を迎え、
ご家族と入院先の病院スタッフの皆さんに囲まれる
中、町から長寿慶祝金と花束が贈られました。桝田
さんは 100 歳を迎え「うれしい」と話され、お祝いの
言葉に、しきりに頷いて答えられていました。
　桝田さんは食事はなんでも召し上がるそうで、中
でも果物や甘いものが好物とのことでした。以前は
大正琴や手芸、旅行など、たくさんの趣味を楽しん
でおられたそうで、ご家族は「頑張り屋さんなんで
す」と話されていました。

楽しく健康を考える

まちのわだいまちのわだい

地域を明るく　楽しく標柱づくり

アドバイスを受けながら丁寧にニスを塗って仕上げ

　花東公民館で８月２３日、地域の高齢者と小学生が地
域内に設置する啓発標語の標柱を作成しました。これは
花東地域のサロン活動の一環で行われたもので、今年春
に地区内の小学生から標語を募集。『あいさつはもらっ
て嬉しいプレゼント』などの啓発標語が集まりました。
当日は高齢者と小学生が協力しながら１2 作品の標語を
木柱にペンキで書き写し、塗料を塗って仕上げました。
　同地区ではサロン活動が活発に行われており、地域の
つながりを深めています。

成長の夏　子ども体験学習
　８月 10 日に、町教育委員会主催で「子ども体験学習」
が行われました。小学４〜６年生の参加者 29 人が、矢
城の太陽光発電所（メガソーラー）の見学、古石交流館み
どりの里でピザ・パン作りや体験活動を行いました。みど
りの里での体験活動で参加者らは、ボルダリングのコツを
教わったり、フォトフレームやキャンドルを制作したりして
いました。
　また、８月 23 日の第２回子ども体験教室では御船町
と熊本市内を訪れ、恐竜博物館の見学、くまもと工芸博
物館での和菓子作り、JR 九州熊本総合車両所の見学を
楽しみました。

コテの熱でフォトフレームに思い思いの文字を刻みました

　芦北マリンパークビーチで８月 26 日、地引網体験が
行われました。この体験は県環境センターとあしきた青
少年の家が海の豊かさを実感し環境を大切にしてもらお
うと行ったもので、県内外から家族連れなど約 180 人
が参加。両側に分かれて「せぇの〜」と声をかけながら
網を引きました。
　網にはマダイやスズキなどの大物も掛かり、抽選で大
物を射止めた菊池市の中嶋大輔くん（５歳）は「楽しかっ
た。また来たい」と話し、一緒に参加した両親も思わぬ
収獲に童心に返ったように喜んでいました。

地引網で海の豊かさを実感

網にかかった沢山の魚に驚く参加者たち

　9 月 3 日、花東公民館で内水面漁協主催の佐敷川ふれ
あいまつりが開催され、佐敷川で獲れたアユの塩焼きや
刺身などを集まった地域住民約 60 人に振る舞いました。
今年は夏場の雨量が少なく川の水位が低いため、サイズ
はやや小ぶりということですが、今年もふるさと寄附金
への返礼品として全国に発信していく予定です。
　参加した子どもたちはお菓子を魚に見立てて投げ網の
体験をしたり、佐敷川に入って、川エビをつかまえたり
して川に親しんでいました。

佐敷川ふれあい祭り

佐敷川で生き物を探して遊ぶ子ども達

身近な飲み物の砂糖含有量の展示に興味津々

　芦北町商工会館の建て替え工事に先立ち、9 月 1 日に
現地で起工式が行われました。式には商工会や町関係者
など約 20 人が参列。工事の安全を祈願しました。完成
は来年 3 月の予定です。商工会館は、昨年の熊本地震
で基礎部分が損壊し大規模半壊と判定されていました。
商工会の本所は現在、旧計石小の教室を間借りしている
状態で、早期の建て替えが待ち望まれていました。

地震被害の芦北町商工会館　
建て替えに着手

晴天のもと行われた安全祈願の神事

　８月 27 日に、きずなの里で「あしきた健康フェア」
が開催されました。湯浦保育園園児による、あしきた健
康体操がオープニングを飾りました。
　フェアでは、自身の健康チェック、お口の健康や運動
体験コーナーなど、様々なコーナーを設置。食事につい
てのコーナーでは模型を使ってバランスのよい献立を考
えたり、試食をする人の姿が多くありました。
　この日は、子どもから高齢者まで約 300 人が来場。
健康について相談したり、体験コーナを楽しんだりして
いました。

　川添義隆さん（小田浦５）宅の裏山でサトイモ
の花が咲き、話題になっています。
　川添さんは８月２６日、自宅の裏山に植えてあ
るサトイモに花が咲いていることに気づきまし
た。よく見ると、カラーや水芭蕉の花にも似た黄
色い花が複数の株で開花していたそうです。東南
アジアが原産地とされるサトイモは日本の気候で
花を咲かせることは珍しく、川添さんも初めて見
たそうです。川添さんは「宝くじにでも当たった
ようだ」と喜んでいました。

桝田　ハルノさん（田浦町１）
大正６年９月１日生まれ

サ
ト
イ
モ
の
花

見
た
こ
と
あ
る
？
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笑顔の花咲く　　芦北の夏
夏祭りフォトリポート 夏祭りフォトリポート
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順位 地域体協 総合得点

１位 佐敷西 ６９

２位 佐敷東 ６６

３位 泉南 ５９

４位 湯島 ５４

５位 田浦南部 ５０

６位
大東

田浦北部
４５

総合順位（９月３日現在）

町
民
体
育
祭
結
果●

開
催
日　

８
月
13
日

(日)

●
場
所　

町
営
温
泉
プ
ー
ル

◆
優
勝　

湯
島　
　
　

⑦

　

２
位　

泉
南　
　
　

⑥

　

３
位　

田
浦
北
部　

⑤

　

４
位　

佐
敷
東　
　

④

　

５
位　

田
浦
南
部　

③

　

６
位　

佐
敷
西　
　

②

　

７
位　

大
東　
　
　

①

【
水
泳
大
会
】

【
軟
式
野
球
大
会
】

●
開
催
日　

８
月
13
日

(日)

●
場
所　

地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
、田
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
優
勝　

田
浦
南
部　

⑦

　

２
位　

湯
島　
　
　

⑥

　

３
位　

田
浦
北
部　

⑤

　

４
位　

佐
敷
西　
　

④

　

５
位　

泉
南　
　
　

③

　

６
位　

佐
敷
東　
　

②

　

７
位　

大
東　
　
　

①

【
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
】

●
開
催
日　

８
月
20
日

(日)

●
場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

◆
優
勝　

泉
南　
　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
東　
　

⑥

　

３
位　

佐
敷
西　
　

⑤

　

４
位　

大
東　
　
　

④

　

５
位　

湯
島　
　
　

③

　

６
位　

田
浦
南
部　

②

　

７
位　

田
浦
北
部　

①

　

【
ゴ
ル
フ
大
会
】

●
開
催
日　

９
月
３
日

(日)

●
場
所　

球
磨
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

◆
優
勝　

湯
島　
　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
東　
　

⑥

　

３
位　

泉
南　
　
　

⑤

　

４
位　

佐
敷
西　
　

④

　

５
位　

田
浦
南
部　

③

　

６
位　

大
東　
　
　

②

　

７
位　

田
浦
北
部　

①

　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
６
）０
２
０
０

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

　
10
月
か
ら
11
月
に
、
町
内
６
会
場
で
「
基

本
健
診
」
お
よ
び
「
が
ん
検
診
」
を
実
施
し

ま
す
。
集
団
健
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、

９
月
中
旬
に
「
集
団
健
診
案
内
」
を
郵
送
し

ま
し
た
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、
忘
れ
ず
に

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
集
団
健
診
が

始
ま
り
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、
毎
年
約
１
万
２
千
人
の
人

が
新
た
に
「
が
ん
」
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
は
40
代
か
ら
、
女
性
は
20
代
か
ら
「
が

ん
」
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芦
北
町
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

は
76
人（
平
成
26
年
）で
、
全
死
亡
者
数
の
24
．

１
％
を
占
め
、
町
民
の
４
人
に
１
人
は
が
ん

で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

早
期
の
が
ん
は
、
治
せ
る
時
代
で
す
。
が

ん
検
診
を
受
け
て
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
！

◆
が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
、
町
民
の
４

人
に
１
人

　

芦
北
町
の
特
定
健
診
の
結
果
に
お
い

て
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必
要
な
人

の
割
合
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。
中
で

も
血
糖
値
の
高
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

て
、
自
分
の
血
糖
の
状
態
を
知
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

自
分
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
、
是

非
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
血
糖
値
の
高
い
人
が
増
え
て
い

ま
す

【
健
診
期
間
】　

　

10
月
６
日
㈮
〜
10
月
26
日
㈭

　

10
月
31
日
㈫
〜
11
月
２
日
㈭
、

　

11
月
５
日
㈰

【
健
診
場
所
】　

　

き
ず
な
の
里
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
小
田
浦
地
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
大
野
地
区
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
、
東
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

健
診
を
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
人
や
、

受
診
項
目
を
変
更
し
た
い
人
は
、
９
月

29
日
㈮
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
追
加
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

助成対象者（芦北町に住所がある人） 自己負担額

生後６カ月〜年度末年齢 18 歳以下 無料

60 歳以上
生活保護の被保護者（※１） 全額免除

上記以外 １回 1,300 円

　事前に手続きをした保護確認書を
医療機関へ提出すると全額免除にな
ります。

インフルエンザ予防接種の助成を希望する人は、下記の実施医療機関に予約し、
12 月末までに接種をお願いします。

　芦北クリニック、芦北整形外科医院、井上医院、井上病院、
篠原医院、竹本医院、七浦てらさきクリニック、松本医院、溝
部病院、宮島医院、百崎内科医院、吉尾温泉診療所

◆実施医療機関

10 月１日（日）〜 11 月 30 日（木）◆予約申込期間

インフルエンザ予防接種助成

◆助成対象者および自己負担額

10 月１日（日）〜 12 月 31 日（日）◆接種期間
※予約の申込み、接種は医療機関診療日に限ります。

（※１）に該当する人

《広域化接種について》

　65 歳以上の人、または 60 歳から
65 歳未満の一定の障がいがある人は、
町外の医療機関で接種することができ
ます。町外の医療機関での接種を希望
する場合は、町が発行する広域化接種
用の予診票が必要です。

　保健センター、役場住民生活課、田浦基幹支所、
大野出張所、吉尾出張所

◆予診票交付場所

※ 60 歳以上 65 歳未満の人は、身体障害者手帳な
ど障害の程度を確認できる書類をお持ちになり、保
健センターまでお越しください。

　９月 25 日（月）〜 12 月 28 日（木）　
　※土日祝日を除く

◆予診票交付期間

【医療機関へ受診が必要な人の割合】

2.2% 2.0% 1.9%

6.3%

7.3%

4.5%
5.0%

6.2%

8.3%

5.0% 4.8%

2.5%

4.4%

5.7% 5.4%

中性脂肪
300 以上

空腹時血糖
126 以上

HbA1c（※2)

6.5 以上
血圧

160/100 以上
LDL（※1)

180 以上

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

( ※ 2）HbA1c とは、赤血球のヘモグロビンと血糖が結合し
た割合。普段（過去１〜２カ月）の血糖値の状態を表す。

正常 正常高値
境界領域

（糖尿病の可能性
が否定できない）

糖尿病

値

（%）
〜5.5 5.6 〜 5.9 6.0 〜 6.4 6.5 以上

【HbA1c 数値の目安】

( ※１）悪玉コレステロールといわれるコレステロールの値

【手続き場所】
保健センター、役場福祉課、田浦基
幹支所、大野出張所、吉尾出張所

【申請期間】
９月 25 日（月）〜 12 月 28 日（木）
※土日祝日を除く

【必要なもの】　
印鑑

『夢』⑥

　  あしきた健康体操
   ワンポイントレッスン
連
載

（
♪
間
奏
）

そ
の
場
で
マ
ー
チ
ン
グ

手
足
を
動
か
し
元
気
よ

く
足
踏
み

両
手
を
胸
に

か
か
と
の
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
４
回

♪
紡
い
で
ゆ
く

　

夢
あ
し
き
た

両
手
は
腰
に

か
か
と
の
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
２
回

♪
ひ
と
つ  

　

ひ
と
つ
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田浦子育て支援センター  行事予定（10 月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時
＊問い合わせ先　
　田浦子育て支援センター　☎（８７）００３４

４日（水）運動会総練習
７日（土）運動会に参加しよう
24日（火）人形劇をみよう
31日（火）身体測定・誕生会

《芦北児童館》　ハロウィンの飾りづくり
とき　10月15日（日）午後１時30分〜午後３時30分
対象　主に小・中学生

《湯浦児童館》　もうすぐハロウィン
とき　10月15日（日）　午前10時〜正午
対象　主に幼児、小学生（※要予約）
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身と
もに豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶利用時間　午前10時〜午後６時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎（８６）００７４　

　児童館からのお知らせ（10月の行事）

３〜４カ月児健診

（保健センター）９月21日〜10月28日
※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

芦北町イベントカレンダー
秋分の日

国民健康保険税３期

納期限

親子の安心サポート

（保健センター）

親子の安心サポート

（保健センター）

親子の安心サポート

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

22 23 24 25 26 27 28

３〜４カ月児健診

（保健センター）

湯浦小運動会

バリアフリーディス

クゴルフ大会（御立

岬公園キャンプ場）

うたせ船で水俣病を

学ぶ講座

（女島活力推進セン

ター）

町民体育祭陸上競技

大会（地域間交流ス

ポーツグラウンド）

人権相談所

（活性化センター）

まちだより

男性料理教室

（きずなの里）

まちだより

体育の日

秋の全国交通安全運動（21 日〜 30 日）

星野富弘美術館

「秋の展示」〜 12 月

10 日

    

　交通事故による死者の約半数が高齢者です。また、
幼児や児童は通園・通学時に事故に多く遭っています。
　子どもと高齢者本人が危険を知ることと、周囲の
思いやりが大切です。

　高齢運転者による死亡事故も多く発生しています。
　運転に不安がある場合は、運転免許証を自主的に
返納する制度もあります。

　夕暮れ時や夜間の見えにくい時間帯は、自分の位
置を知らせることで、事故を防ぐことができます。
ライトの点灯や反射材が、あなたを守ります。

秋の全国交通安全運動実施中

安全安心たより

　わずかなお酒でも、運転能力・判断力を鈍らせま
す。「ちょっとだけ」の軽い気持ちが、重大な事故
につながります。「乗らない」「乗せない」「飲ませ
ない」を守りましょう。

　乗車中に事故で亡くなった人のうち、シートベル
トを着用していない人は、着用者に比べて致死率が
14.5 倍にもなります。どの座席でも必ずシートベ
ルトを着用しましょう。
　また、６歳未満の幼児は「チャイルドシート」を
着用してください。チャイルドシートは国の安全基
準に適合したものを選びましょう。

　救急車は、必要な時は誰でも利用することができ
ます。
　しかし、芦北消防署に救急車は 1 台しかなく、必
要な場合は水俣消防署から出動することになります。
　例えば、「風邪をひいた」「歯が痛む」「突き指を
した」「首を寝違えた」などの緊急性が低い場合や、
病院までの交通手段がないなどの理由で救急車を利
用してしまうと、本当に救急車を必要としている傷
病者の搬送が遅れてしまい、救える命が救えなくな
る恐れがあります。助け合いの心を持って、救急車
の適正な利用をお願いします。
　なお、１１９番通報
する時は慌てず、正確
な情報を伝えていただ
くようお願いします。

救急車の 利用をお願いします

事件・事故は１１０番
芦北警察署　☎︎（８２）３１１０

◉子どもと高齢者の安全な通行の確保

９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」

火事と救急は１１９番
芦北消防署　☎︎（８２）４７３１

　８月 23 日に宮城県で行われた「第 46 回全国消
防救助技術大会」に、熊本県代表として水俣芦北消
防本部の救助隊員３人が出場しました。日頃から鍛
え抜いた救助技術を披露し、昨年の全国大会に続き
今大会でも見事入賞を果たしました。

◉高齢運転者の交通事故防止

◉夜間は必ずライトを点灯！反射材を活用！

◉飲酒運転の根絶

◉シートベルトは必ず着用する！

全国消防救助技術大会

８月 30 日に入賞報告に訪れた救助隊員。左から宮本
祐希さん、菊川浩平さん、竹﨑町長、松本祐真さん

国際交流まつり（道

の駅芦北でこぽん）

文化講演会（しろや

まスカイドーム）

芦北町文化祭（しろ

やまスカイドーム）

〜29日

田浦・佐敷・大野・

吉尾・内野小運動会

芦北幼稚園運動会

消費者行政相談会

（役場１階小会議室）

消費者行政相談会

（役場１階小会議室）

2017．9 12広報あしきた
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お 知 ら せ

　建退共制度とは、中小企業退職金共済法に基づ
き建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中
小企業の振興を目的として設立された退職金制度
です。事業主が、労働者の働いた日数に応じて掛
け金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働
者が建設業界で働くことをやめたときに建退共か
ら退職金を支払う、建設業界の退職金制度です。
　詳しくは「建退共」ホームページをご覧になる
か、下記へお問い合わせください。
▶加入できる事業主　建設業を営む人
▶対象となる労働者　建設業の現場で働く人
▶掛金　　日額３１０円

＊問い合わせ先
　建退共熊本県支部
　☎０９６−３６６−５１１１

ご存じですか？建退共制度
退
職
金

お 知 ら せ

▶日時　　10 月７日（土）午前９時 30 分〜午後４時
　　　　　10 月８日（日）午前９時 30 分〜午後３時
▶場所　　グランメッセ熊本
▶内容　矯正広報・熊本地震時の対応紹介パネル
展示、刑務作業製作体験、全国の刑務所作業製品
などの販売、その他アトラクションなど

＊問い合わせ先
　熊本刑務所　処遇部企画部門
　☎０９６（３６２）３５１３

九州矯正展のお知らせ展
示

【環境絵画コンクール展】
　熊本県内の小学生が環境について考え、感じ
たことを表現した環境絵画の入賞作品を展示し
ます。
▶期間　10 月 24 日（火）〜 12 月 22 日（金）
▶場所　熊本県環境センター（水俣市）

＊問い合わせ先
　熊本県環境センター
　☎（６２）２０００　FAX（６２）１２１２
　E メール：center@kumamoto-eco.jp

熊本県環境センター   10 月のイベント

　様々な相談に、法務局職員、公証人、司法書士、
土地家屋調査士、人権擁護委員が応じます。相談
は無料で、秘密は堅く守られます。予約制ですの
で、事前に電話予約をお願いします。
▶日時　　10 月１日（日）午前 10 時〜午後３時
▶相談内容　相続・遺言、不動産登記、戸籍、供
託、人権に関することなど
▶場所　　熊本地方法務局（熊本市中央区大江）
※あわせて、「相続に関する無料講座」を開催し
ます。予約は不要です。（午前 10 時と午後１時
の２回。各 30 分）

＊問い合わせ先
　熊本地方法務局　総務課
　☎０９６（３６４）２１４６

全国一斉！法務局休日相談所相
談

　熊本県では、健康づくりを応援する「くまもと
健康づくり応援店」を募集しています。応援店に
は、県から指定書やのぼり旗を交付し、県 HP や
ガイドブックなどでお店を PR します。指定は無
料です！一緒に県民の健康づくりを応援しましょ
う！
▶対象　飲食店、弁当・惣菜店など
▶指定要件　栄養成分表示やヘルシーメニュー提
供など６項目から１つ以上に取り組むこと。
▶募集期限　10 月 31 日（火）

＊問い合わせ先
　水俣保健所　☎（６３）４１０４
　県健康づくり推進課　☎０９６（３３３）２２５２

くまもと健康づくり応援店の募集募
集

　日常生活で起こりうる法律問題や、熊本地震に
関するトラブルなどについて相談を受け付けま
す。相談は無料で、予約は不要です。お気軽にお
問い合わせください。
▶期日　　10 月 15 日（日）
▶時間　　午前 10 時から午後４時まで
▶面接相談場所　熊本県司法書士会館２階
▶相談用電話　　☎０９６（３６４）０８００
　　　　　　　　※当日のみの番号です。

＊問い合わせ先
　司法書士　磯﨑耕輔
　☎０９６７（４６）３８７６

熊本県青年司法書士会 主催
震災＆身近な法律問題相談会

相
談

　各種許認可・登録に関すること、法人設立に関
すること、遺言・相続に関すること、内容証明書・
契約書の作成に関することなどについて相談に応
じます。相談は無料です。
◉電話無料相談
▶日時　　10 月２日（月）午前 10 時〜午後４時
▶電話　　０９６（３８５）７３０１

◉街頭無料相談会
▶期日　　10 月 18 日（水）、19 日（木）
▶時間　　午前 10 時〜午後４時
▶場所　　鶴屋百貨店本館７階   レストスペース

＊問い合わせ先
　熊本県行政書士会
　☎０９６（３８５）７３００

熊本県司法書士会　無料相談相
談

　一般財団法人自治総合センターは、宝くじの社
会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要
な備品や、集会施設の整備等に対して助成を行っ
ています。
①一般コミュニティ助成事業
　住民が自主的に行うコミュニティ活動に直接必
要な設備の整備に関する事業
　▶助成額　100 万円〜 250 万円
　▶助成対象例　　
　放送・音響設備、視聴覚機器、テント、机、イスなど

②コミュニティセンター助成事業
　住民のコミュニティ活動を行うための集会施設

（コミュニティーセンター、自治会集会所など）
の建設整備に関する事業
　▶助成額　
　対象となる総事業費の５分の３以内に相当する
　額。ただし、上限 1,500 万円
　▶助成対象例　
　集会施設の新築、大規模改修、施設に付随する
　備品など

◉申請について
▶申請窓口　役場企画財政課　まちづくり推進係
▶申込期限　９月 29 日（金）午後５時まで
※申請には、様々な条件や留意事項があります。
必ず事前にご相談ください。
※事業内容が助成内容に合致していても、採択さ
れない場合があります。助成の決定などは、一般
財団法人自治総合センターが行います。

＊問い合わせ先
　企画財政課　まちづくり推進係　
　☎（８２）２５１１（内線２５２）

コミュニティ宝くじ助成事業助
成

　再就職を希望する子育て中のお母さんを対象
に、セミナーを開催します。参加費は無料です。
▶日時　　10 月 24 日（火）午前 10 時〜午後３時
▶内容　　再就職体験発表、仕事と子育て両立の
ための育児・生活環境づくり、再就職に向けての
課題整理と就職活動準備　など
▶場所　　くまもと県民交流館パレア９階会議室
▶定員　　40 人程度（応募多数の場合は選考）
▶申込期限　10 月 13 日（金）
▶申込方法　参加申込書をお取り寄せのうえ、お
お申し込みください。「くまジョブ」で検索し、ホー
ムページからもダウンロードできます。
※予約制で託児を行います。（対象年齢：１歳〜
就学前まで）
　
＊申込・問い合わせ先
　熊本県しごと相談・支援センター
　☎０９６（３５１）０５００

仕事と子育て応援セミナー
再
就
職

　障がいのある方々が制作した絵画、書、陶芸、
工芸などの作品に、制作者の日々の活動や作品に
込めた思いを添え展示します。観覧は無料です。
ぜひご来場ください。
▶期日　　10 月３日（火）〜９日（月・祝）
▶場所　　熊本県立美術館分館

＊問い合わせ先
　くまもとハートウィーク実行委員会（県障がい者支援課内）
　☎０９６（３３３）２２３５

くまもと障がい者芸術展展
示

　７月の九州北部豪雨で被災された方々を支
援するため、芦北町では８月 31 日まで町内
の公共施設などに義援金箱を設置し、町民の
皆さんに義援金を募りました。
　寄せられた義援金 31 万 219 円は、９月７
日に日本赤十字社熊本県支部に届けられまし
た。この義援金は日本赤十字社を通じて被災
者の支援に役立てられます。

ご協力ありがとうございました
九州北部豪雨災害義援金
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。
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見
物
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ポ
ル
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ガ
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人
宣
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イ
ス
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ロ
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、
著
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『
日
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史
』
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彼
女
は
不
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議
な
ば
か
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気
を
持
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略
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す
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を
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女
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島
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落
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佐
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鎮
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▲田浦合戦場近くの民家に祀られている
武将像
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落
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。

　

星
霜
移
り
何
百
年
現
今
に
至
る
ま
で
、
下
宮
浦
の

川
は
大
根
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出
来
る
頃
と
な
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と
、
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に
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滴
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（
芦
北
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「
宮
浦
川
と
大
根
洗
い
」

弘
法
大
師
伝
説（
そ
の
三
）

芦
北
町
の
民
話　

第
三
話

第 16回

芦北町国際交流まつり 10月22日（日）

②展示
　・英国派遣写真展　　・カンボジア派遣写真展
　・国際交流協会写真展
　・JICA 青年海外協力隊写真展
　・熊本県警白バイ隊＆世界の白バイ写真展
③その他
　・「カンボジア募金米」販売
　・世界のグルメ　
　・迷品バザー　※再利用品などを販売
　・ワールドツアー（クイズに答えながらスタンプラリー）
　・世界の民族衣装（試着＆撮影）

①ステージ
　・芦北保育園「将友太鼓」
　・八代白百合高校吹奏楽部　
　・秀岳館高校和太鼓部  「雅太鼓」
　・キャッシュバンド　　・ダンスクラブ JELLY
　・ハロウィン企画「ミイラに変身！」
　・大野小学校「カンボジア募金米」紹介　　　

　国際交流まつりを一緒に運営するボランティア
スタッフを募集しています。
○内　容　
　スタンプラリーの案内、会場準備作業、まつり
の後片付け作業など
○募集人数　10 人程度
○期　日　　10 月 22 日（日）
○募集期限　10 月６日（金）

＊問い合わせ先
　芦北町国際交流協会事務局
　（役場企画財政課内）
　☎（８２）２５１１（内線２５２）

◆内容

◆ボランティアスタッフ募集

時間：午前 10 時 30 分〜午後３時
場所：道の駅  芦北でこぽん

水仙と桜の橋

　このコラムが 13 回目となりま
した！言い換えると、私が芦北に
来てから、もう一年間が経ちまし
た。寂しかったり、不安だったり
したことがあったものの、嬉しか
ったり、楽しかったりしたことも
いっぱいありました。イベントや
保育園での授業の前はいつも非常
に緊張してしまいますので、終わ
ってから参加者が「楽しかったね
～」と言ってくれたり、笑ったり
することが無上の喜びです。
　イギリスで送った生活とは随分
違いますので、びっくりしたことも
ありました。芦北町に比べると、
私の地元であるスウォンジー市の人
口は約２倍です。しかし、芦北は
小さな町といっても、意外に広範
囲です。初めて吉尾保育園に訪問

した時、「ここも芦北町ですか？？」
と驚きました。もう一つ驚いたこと
が、町内のどこに行っても挨拶して
くれます。私の地元では、知らな
い人に挨拶するなんて、ありえな
い！でも、スーパーに行くと「ジェ
シカせんせー！」が聞こえ、クリー
ニングに行く時も「記事を読んでい
ます」と言ってくれる人がいます。
この一年間を振り返れば、色々あ
りました。
　私は今、これからの一年間に向
けて、次のイベントの計画を立て
ています。確定ではないのですが、
範囲を広げようと思います。
　私はイギリス人ですが、イギリス
の地方に行くと特殊な文化があり
ます。ウェールズ出身なので、もっ
とウェールズの伝統や祭りを伝えた

いと思います。ウェールズだけでは
なく、フランスにも興味を持ってい
ますので、パリ祭やフランスの食
文化についてイベントを開催したい
と考えています。（決まったら広報
あしきたに載せますので、見てくだ
さいね！）
　仕事以外では、熊本県のお祭り
を見に行きたいです。芦北ハイヤ
はやっと踊れるようになりました
が、県内各地に行けば踊りはどう
違うかな。その他は、日本語を上
達させるため、日本語能力試験１
級に挑戦するつもりです。
　また一年間、宜しくお願いしま
す！

Vol.13

Diary
うきうき

芦北

元
気
い
っ
ぱ
い
の
保
育
園
で
の
授
業
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国
会
議
事
堂
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿

　

今
回
の
派
遣
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る

生
活
習
慣
の
体
験
、
学
校
訪
問
等
に
よ
る

文
化
交
流
、
歴
史
的
建
造
物
や
資
料
館
等

の
視
察
に
よ
る
英
国
史
学
習
、
日
本
大
使

館
訪
問
に
よ
る
日
英
関
係
学
習
な
ど
、
英

国
の
歴
史
や
文
化
の
学
び
を
通
じ
て
日
本

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
英
国
派
遣
に
際
し
、
５
月
、
６

月
と
相
次
ぐ
英
国
で
の
テ
ロ
に
よ
り
派
遣

の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
が
、
英
国
在
住
の
関
係
者
と
緊
密
に
連

絡
を
取
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
と
の
情

報
を
得
て
派
遣
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
５
回
目
と
な
る
中
高
生
の
派
遣

で
し
た
が
、
普
段
で
は
体
験
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
を
数
多
く
重
ね
、「
異
文
化
体

験
を
通
し
て
我
が
町
、
我
が
国
を
学
ぶ
」

と
い
う
事
業
の
目
的
が
達
成
で
き
た
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
が
こ
の
派
遣

を
機
に
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
価

値
観
を
認
め
、
理
解
し
、
国
際
的
に
も
活

躍
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。　

Dispatch Report Meeting '17

平成 29 年度英国派遣事業
派遣団　団長　

藤崎　正司

派遣を終えて

文化交流活動を行ったセントローレンス小学校の校長と

芦北町副町長

平成 29 年度　英国派遣事業報告会

　７月 21 日から 28 日にかけて行われ
た今年の英国派遣事業。
　女島活力推進センターで８月 21 日、
報告会が行われ、派遣された９人の中高
生が見て聴いて感じたことを保護者や関
係者など約 60 人を前に発表しました。
　（敬称略）

藤井梨里

清永楓子

イギリスと

カンボジアの違い

２年前にカンボジア派遣事業にも参
加し、今回二つの国の違いを感じた。
自分の国の文化や歴史をもっと知る
こと、その国で自分ができることを
見つけていきたい。

英
国
派
遣
で
の
目
標

植田小雪英
国
で
の
発
見

川上のどか
日英の比較

事前に立てた目標
①イギリスの文化を知る
②日本や芦北町の文化を発信
③コミュニケーションをとる
まとめ
目標は達成できた。自分だけで
なく周りの人たちと高め合い、
いろいろなことにチャレンジし
ていきたい。

食事の違いやお店のサービスの
違いを感じた。学校は日本では

「学ぶ」、イギリスは「楽しむ」
という意識が大きい。
日本人から見たら悪いと思って
いることでも、イギリス人から
見たらよいところなど感覚の違
いを感じた。

芦北町に来町経験のある親日家イ
アン・チャップマンさん宅で世界
に誇れる日本文化を自分たちも受
け継いでいかなければと感じた。
今後、この経験を自分の生活に役
立てたい。また外国語の勉強に力
を入れたい。

（湯浦中２年）

（佐敷中２年）

（田浦中３年）

（湯浦中３年）

派遣団引率者：派遣団長　藤崎正司（芦北町副町長）　副団長　吉田典博（芦北町教育委員）

　　　　　　　引率　宮島昭典（企画財政課主幹）　コーディネーター　角田里美（トム・ツーリスト）

ホストファミリー（川口りえる：右）

ホストファミリー
（藤井梨里：中央、清永楓子：右）

ホストファミリー
（植田小雪：左、川上のどか：右）

平成 29 年度英国派遣事業報告会　Dispatch Report Meeting '17

イギリス料理
フィッシュ & チップス

ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
古
戦
場
跡

小
学
校
で
の
交
流

日
本
刀
・
日
本
文
化
に
つ
い
て
語
る
イ
ア
ン
さ
ん

古
い
建
物
が
立
ち
並
ぶ
ロ
ン
ド
ン

市
内
を
走
る
２
階
建
バ
ス

川口りえる
イギリスの国会議事堂

日本が手本としたイギリスの議会制民主主義だが
日本の仕組みと違いもあり興味を持った。
まとめ

・積極性やコミュニケーション能力を身につけた。
・文化の違いを理解した。
・海外で働くことのイメージが明確化した。

（水俣高２年）

2017．9広報あしきた　19 2017．9 18広報あしきた
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１
９
９
９
年
11
月
９
日
、
津
奈
木

町
出
身
の
父
・
勝
洋
さ
ん
と
母
・
久

美
子
さ
ん
の
長
女
と
し
て
芦
北
町
に

生
を
受
け
た
胡
桃
さ
ん
は
、
生
ま
れ

て
す
ぐ
重
い
心
臓
病
と
診
断
さ
れ
ま

す
。

　

２
回
に
渡
る
大
手
術
を
乗
り
越
え
、

普
通
の
１
歳
児
と
変
わ
ら
ず
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
し
が
、
２
歳
の
と
き

に
容
体
が
急
変
。
病
院
で
意
識
が
戻

っ
て
か
ら
は
寝
た
き
り
の
状
態
と
な

っ
て
し
ま
い
、
意
思
疎
通
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
支
援
学
校
の
先
生
の

勧
め
で
パ
ソ
コ
ン
と
出
合
い
、
わ
ず

か
に
動
く
左
手
で
、
マ
ウ
ス
に
接
続

し
た
レ
バ
ー
を
動
か
し
て
文
字
を
入

力
。
胡
桃
さ
ん
は
家
族
や
主
治
医
、

担
任
の
先
生
と
の
意
思
疎
通
が
可
能

に
な
り
、
自
ら
の
心
の
声
を
詩
に
し

た
た
め
て
き
ま
し
た
。

　

詩
集
出
版
を
記
念
し
た
講
演
会
が
、

８
月
27
日
に
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
出
版
に
携
わ
っ
た
編

集
者
や
胡
桃
さ
ん
の
母
・
久
美
子
さ

ん
（
旧
姓
吉
川
・
計
石
出
身
）
に
よ

る
出
版
秘
話
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

まま  そだて  ありがと
　

　熊本地震の影響で昨年９月、１６歳の若さで生涯を終えた芦
北町生まれの松﨑胡桃さん。先天性の心臓病のため、会話をす
ることもままならい中、パソコンを使ってつづり続けてきた
「ことば」が詩集となり、今年６月に発刊されました。
　タイトルの「まま そだて ありがと」（ママ 育ててくれて　
ありがとう）は胡桃さんが７歳で初めて入力したことばで、胡
桃さんの母への感謝の想いが凝縮されています。　

 　

作
品
に
は
家
族
や
周
囲
に
対
す
る
感

謝
、
命
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
前
向

き
な
言
葉
が
並
ん
で
い
ま
す
。
作
品
の

一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。　

し
ん
だ
ら
ど
う
な
る
ん
な
ろ
う　

き
っ
と
て
ん
ご
く
へ
い
く
ん
だ
ろ
う　

ま
た
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
べ
る
か
な

（
中
略
）

ふ
ね
が　

し
ず
ま
な
い
と
い
い
な　

て
ん
ご
く
に
の
ぼ
る
ふ
ね

（
て
ん
ご
く
に
の
ぼ
る
ふ
ね　

よ
り
）

わ
た
し
の
こ
と
ば
が　

こ
ん
な
に
は
や
く

つ
た
え
ら
れ
る
な
ら

も
う
わ
た
し
た
ち
は　

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
で
は　

あ
り
ま
せ
ん
ね

び
っ
く
り
し
ま
し
た　

ま
る
で　

ま
ほ
う
の　

よ
う
で
す
ね

ほ
か
に
い
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

も
っ
と
ふ
つ
う
に
み
て
く
れ
る
と　

も
っ
と
た
の
し
い
の
に　

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と　

う
れ
し
い
の
に　

（
わ
た
し
の
ち
ょ
う
せ
ん　

よ
り
）

詩集に関する問い合わせは熊日出版

☎０９６（３６１）３２７４まで

胡桃さんが特殊なレバーで操作していたパソコン

「胡桃は芦北が大好きで
した。一人でも多くの方
の心に届けられたら」と
話 す 母・ 久 美 子 さ ん と
父・勝洋さん

12
歳
の
頃
の
胡
桃
さ
ん
（
家
族
提
供
）

河添姫乃
日本と英国の良い点

出野佑奈
イギリスと日本の違い

西田萌愛

イギリスで

　　学んだこと

橋本魁翔

イギリス　・歴史や伝統を大切にしている

　　　　　・人々の優しさ

日　本　　・治安の良さ

　　　　　・日本食のおいしさ

まとめ

それぞれの国に良さがあり、それぞれの良

さを学ぶことが大切だと感じた。

ホームステイ先ではトイレに鍵がない
など考え方や生活習慣の違いを感じた。
日本で考えられないことがイギリスで
は当たり前なのかなと思った。
不安もあったけどイギリスの人と仲良
くできた。

文化や暮らし、考え方の違いを理
解した。また母国を誇りに思い、
伝統を受け継ぐことの大切さや自
分が夢中になれることの喜びを知
った。この貴重な経験を派遣者の
一人として多くの人に広めていき
たい。

小学校訪問では英語で発表し、言

葉が違っても通じあえた。古きを

大事にするところや意外に美味し

かったイギリス料理など、海外を

肌で感じることできた。

（八代高１年）

（佐敷中２年）

（佐敷中２年）

（湯浦中３年）

ホストファミリー（川添姫乃：右）

ホストファミリー
（出野佑奈：左、西田萌愛：右）

平成 29 年度英国派遣事業報告会　Dispatch Report Meeting '17

ホストファミリー（橋本魁翔：中央）

笑顔は世界を変える

気
候
に
適
し
た
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

芦北町出身・木村さんのお店で日本食

ホストファミリーの皆さんと交流

イギリスの街並み

▲テムズ川にかかるロンドン・タワーブリッジの前で

▶︎
笑
顔
で
交
流
し
た
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
小
学
校
の
皆
さ
ん
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書
道
（
か
な
）

絵
手
紙

　

恋
人
・
夫
・
父
親
、
三
人
の
男
と

生
ま
れ
変
わ
り
を
繰
り
返
す
少
女

の
三
十
余
年
に
も
及
ぶ
人
生
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
直
木

賞
受
賞
作
で
す
。

「
月
の
満
ち
欠
け
」

佐
藤　

正
午  

著

（
岩
波
書
店
）

　

い
つ
も
生
き
物
を
観
察
し
て
い

た
女
の
子
ジ
ェ
ー
ン
。
彼
女
に
は

大
き
な
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
…
。
動
物
行
動
学
者
ジ
ェ
ー

ン
・
グ
ド
ー
ル
の
子
ど
も
時
代
を

描
い
た
絵
本
で
す
。

「
ど
う
ぶ
つ
が
す
き
」

パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ク
ド
ネ
ル 

作

な
か
が
わ  

ち
ひ
ろ  

訳 

（
あ
す
な
ろ
書
房
）

　

国
民
病
と
い
わ
れ
る
「
糖
尿
病
」

「
が
ん
」「
脳
卒
中
」「
寝
た
き
り
」。

こ
の
４
つ
の
病
気
の
予
防
法
を
解

説
し
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康

   

病
気
に
な
ら
な
い
21
の
鉄
則
」

BOOK町立図書館 ☎︎（８２）２２１３

図書館休館日

【田浦図書室】
　９月 25日（月）、
　10月 9日（月・祝）、23日（月）

【社教センター】
　９月 23日（土・祝）
　10月１日（日）、９日（月・祝）

町民講座作品紹介

編
　
集
　
後
　
記

▼
ボ
ク
シ
ン
グ
を
初
め
て
試
合
会
場
で

観
ま
し
た
。
パ
ン
チ
の
当
た
る
音
や

息い
き
づ
か遣
い
、
声
援
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
は

感
じ
ら
れ
な
い
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

１
０
０
０
回
以
上
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
動
き
の
速
さ

に
＂ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
＂は
数
枚
程
度
。

ス
ポ
ー
ツ
写
真
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。（
上
野
）

▼
秋
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
さ
ま
ざ

ま
な
秋
が
あ
り
ま
す
が
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
「
○
○
の
秋
」
に
し
ま
す
か
？
私
は

最
近
、
小
説
を
読
む
こ
と
が
楽
し
い
の

で
、
今
年
は
「
読
書
の
秋
」
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
オ
ス
ス
メ
の
本
を
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
！
（
ス
ギ
）

「
き
ょ
う
の
健
康
」
番
組
制
作
班
、

主
婦
と
生
活
社
ラ
イ
フ
・
プ
ラ
ス
編

集
部  

編

（
主
婦
と
生
活
社
）

社教センター・地域活性化センター

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
山　

弘
子

「
白
雲
や
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

由
依

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

「
お
針
袋
」

　　　　　　坂井　あけみ

社教センター※町民講座作品を社会教育センターで展示しています。
是非ご覧ください。

社教センター・地域活性化センター

𠮷尾　ヨミ子

な
ぜ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
？

　

東
京
、
福
岡
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関

係
の
仕
事
の
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
以

前
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
職
場

の
後
輩
が
岩
手
の
協
力
隊
に
な
っ
た
こ

と
も
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
芦
北
町
に
？

　

両
親
の
実
家
が
人
吉
な
の
で
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
海
水
浴
で
芦
北
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
海
と
温
泉
が
好
き
で
、
夫
の

実
家
も
宮
崎
県
な
の
で
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
も
決
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

芦
北
で
の
暮
ら
し
に
不
安
は
？

　

ゴ
ミ
の
分
別
に
は
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん

が
、
食
べ
物
も
美
味
し
い
し
、
景
色
も

綺
麗
だ
し
、
買
い
物
も
近
く
で
で
き
る

の
で
不
便
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

　

ネ
ッ
ト
広
告
の
仕
事
を
し
て
き
た
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら

芦
北
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
。
阿
蘇
や
天
草
に
負
け
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。
目
標
は
高
く
！

町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
ど
う
ぞ
。

　

ま
だ
何
も
知
ら
な
い
の
で
、
町
の
こ

と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊です
こんにちは！

つながるサポートコーディネーター

武
た け す え

末 愛
あ い

 さん（花岡北）

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

中嶋　サゝエ　　 ８．  １　　　７８　　　花岡東
谷口　敦子　　　 ８．  １　　　９３　　　田浦３
濵口　政尚　　　 ８．  ２　　　８２　　　諏訪
田口　重義　　　 ８．  ４　　　８７　　　永谷
川口　春喜　　　 ８．  ４　　　８８　　　横居木   
藤井　司　　　　 ８．  ７　　　７７　　　平生
坂口　秋男　　　 ８．  ７　　　７９　　　田浦町１
松﨑　良則　　　 ８．  ８　　　６０　　　鶴木山
上野　トミ子　　 ８．  ８　　　９０　　　海浦１
宮島　友美　　　 ８．１０　　　７２　　　大川内西
尾﨑　多志子　　 ８．１２　　　８９　　　田浦町２
宮本　清盛　　　 ８．１５　　　８８　　　計石西
下村　一敏　　　 ８．１５　　　８４　　　計石東
山下　キヨ子　　 ８．１５　　　７９　　　田浦４
成田　惠美子　　 ８．１５　　　８５　　　米田
田中　睦子　　　 ８．１９　　　７１　　　湯浦北
鶴田　郁夫　　　 ８．２０　　　９１　　　宮崎
大浪　憲男　　　 ８．２７　　　８９　　　波多島
東　紘雄　　　　 ８．２８　　　７４　　　豊岡
川上　登　　　　 ８．２８　　　７４　　　湯浦東
野田　安美　　　 ８．２９　　　７７　　　大野
林田　義信　　　 ８．３１　　　８４　　　田川
秋崎　義敏　　　 ８．３１　　　９０　　　沖

H29. ８. １〜８.31 受付分（敬称略）受付件数 23 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

お 誕 生 お め で と う

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

分部　航
こ う き

貴　　  ７．２３　    男　　 倫也　　  向町
　橋　晴

は る と

仁　　  ７．２５　    男　　 秀紀　　  湯浦北
一田　航

こ う や

矢　　  ７．２６　    男　　 貴臣　　  市野瀬
村田　悠

ゆうせい

聖　　  ７．２７　    男　　 和明　　  田浦１
百崎　俊

しゅんさく

作　　  ８．  １　    男　　 志伸　　  田浦町１
伊德　蓮

れ ん か

夏　　  ８．  ３　    女　　 一貴　　  花岡北
吉光　諒

りょうま

真　　  ８．１７　    男　　 真吾　　  豊岡
新村　カノア　  ８．１８　    女　　 敏彦　　  花岡西
道﨑　琉

る い

偉　　  ８．２１　    男　　   華　　    湯南団地
上田　來

ら い と

明　　  ８．２５　    男　　 俊介　　  湯浦南
市川　稀

き こ

子　　  ８．３０　    女　　 重和　　  小田浦２

H29. ８. １〜８.31 受付分（敬称略）受付件数 11 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

おすすめ図書紹介
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秋
は
味
わ
い
深
い
草
花
が
多
く
、
緑
が
鮮

や
か
な
夏
と
は
ま
た
別
の
趣
が
あ
り
ま
す
。

木
々
の
葉
は
赤
く
黄
色
く
色
づ
き
、
コ
ス
モ

ス
は
咲
き
乱
れ
、
足
元
を
彩
る
野
菊
は
秋
の

風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

９
月
26
日
（
火
）
か
ら
は
、「
秋
の
展
示
」

を
開
催
し
ま
す
。
本
展
で
は
、
秋
の
草
花
を

題
材
と
し
た
作
品
を
中
心
に
、
自
分
と
い
う

存
在
か
ら
自
然
を
見
つ
め
る
こ
と
で
生
み
出

さ
れ
る
星
野
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
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５
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星
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美
術
館
だ
よ
り

芦北町立「
秋
の
展
示
」

「
時
」  （
２
０
０
１
年
）

文
化
講
演
会

い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

10/22
開場 /13:00　
開演 /13:30

しろやまスカイドーム

（くさの ひとし）1944 年２月 24 日、満州・新京
生まれ。東京大学文学部社会学科卒業、1967 年
NHK 入社。NHK 鹿児島放送局、福岡局、大阪局を
経て、東京アナウンス室へ。主にスポーツ・キャス
ターとして、オリンピックをはじめ、さまざまなス
ポーツの実況中継を担当。また、ニュース番組キャ
スターも勤めた。現在はフリーの TV キャスターと
して活躍中。

Ｔ
Ｖ
キ
ャ
ス
タ
ー

草
野
　
仁 

氏

文化祭
芦北町

10/28　29

しろやまスカイドーム

10/28
・オープニングセレモニー
・文化協会発表会　　　など

・郷土芸能発表
・子ども講座発表
・子ども舞踊発表　　など

開館時間 9:00 〜 19:00 書道、絵画、写真、文芸、園芸、工芸、陶芸、華道
などの作品は期間中終日展示されています。（※ 10/29 は 15:00 まで )

入場
無料

平成 29 年
とき

ところ

土 日

10/29

と
き

と
こ
ろ

日TBS「世界ふしぎ発見！」でおなじみ

＊問い合わせ先　
　社会教育センター　☎（８２）２２１３


